[bookmark: _Hlk144931831]【教員用】学習指導案 
思考表現「グラフを読み取る力を高めよう」

[bookmark: _Hlk144457827]■ 目標
グラフや資料を読み取るポイントを押さえて、入試や小論文の資料読解問題に必要な、グラフを読み取る力を身につける

■ 所要時間　　約50分

■ 事前準備
ファイル「思考表現_グラフを読み取る力を高めよう」
※「今日の学習のワークシート」から生徒が各自でダウンロードできます（必要に応じて、授業前に先生から生徒に配付しておいてください）

■ 学習過程
	流れ
	分
	学習内容・学習活動
	予想される生徒の反応
	教師の支援

	導
入
	5
	【全体】今日の授業内容について動画を見る
	
	

	展
開
	5
	STEP 1
【個人】 導入動画に出てきた「カラダ引き締め効果を示すグラフ」の問題点を挙げる(ワーク1)
【ペア】ワーク1の内容を共有する
	
・次のように、問題点を複数挙げられる生徒と全く挙げられない生徒に分かれる
・縦軸の示し方が変
・当社比とは？
・何人にアンケートしたかわからない
・「カラダ引き締め効果」が何なのかわからない
・いつの誰を対象にしたデータかわからない
	
・いくつか例示し、難しく考えず思いつくままに挙げるよう伝える

	
	5
	STEP 2
【全体】日本とスウェーデンの合計特殊出生率のグラフを使って、「グラフを読み取る時のポイント」を確認する
	
・見慣れないグラフに戸惑い、何を確認すればよいのかわからない
	
・日本とスウェーデンの合計特殊出生率のグラフの例(緑の部分)と対応させながら、①～⑤のグラフを読み取る時のポイントを一つひとつ丁寧に説明する

	
	9
	STEP 3
【個人】各国のインターネットの利用状況に関する2つのグラフの読み取り問題に取り組む(ワーク2)
【ペア】ワーク2の内容を共有する
【ペア】資料1・資料2に関する正誤問題に取り組む(ワーク3)
【全体】ワーク3の答え合わせをする
	
・「インターネット利用者数は中国がダントツ多いが、100人当たりの人数だとそうでもない」など、1つ読み取って終わりとする
	
・先ほどの「グラフを読み取る時のポイント」を確認しながら、沢山書き出してみようと声をかける

（＋α）
資料1・資料2を用いて、各国の人口のグラフを作成することも可能だと伝え、考えさせるとよい

	
	6
	STEP 4
【個人】20代～60代の現在の生活に対する満足度の推移のグラフの読み取り問題に取り組む(ワーク4)
 【全体】ワーク4の答え合わせをする
	
・縦軸を割合ではなく人数と誤解する
・「1人の人が20代、30代、…と年を重ねて行ったときに、現在の生活に対する満足度がどのように変化するのかを示したグラフ」だと誤った解釈をする
	
・各年における各年代の割合を表したグラフである。グラフから直接読み取れることが何なのかをよく考えようと伝える

	
	10
	STEP 5　★（今日の山場）
【個人】遊びや趣味に関する調査データの読み取り・考察に取り組む(ワーク5)
【全体】ワーク5の答え合わせをする
	
・難しくてわからない
	
・(1)の図2を読み取る際は、顕著な変化をしている年代に注目し、「●代は減少傾向にある」など、グラフ全体の傾向を述べるとよいと伝える
・(2)では、まず、図1の「自分は無趣味である」という回答項目の割合の変化が横ばいであることから、趣味を持っている人の割合に変化がないことに気づかせたい。そのうえで、表1において1998年にしかない項目、2022年にしかない項目には、それぞれどのような特徴・共通点があるかを考えさせる

	ま
と
め
	5
	【個人】学習の目標を再確認し、振り返りを入力する。入力された内容が授業画面トップページのカードに反映されていることを確認する
	
	



